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1．はじめに 

現在は、インターネットにどこでもいつでも

アクセスすることができる携帯情報端末が普及

しているため、人はどこでもいつでも簡単に情

報を取得することができる。しかし、知らない

街で歩きながら携帯情報端末で観光スポットに

ついて調べることは不便であり、危険も伴う。

また、観光スポットに関する事前調査を完璧に

することは非常に困難であるとともに、観光地

に到着してから観光スポットについて調べるこ

とが面倒であると思う人は少なくないと考えら

れる。そこで、本研究の目的は、より便利かつ

個性的な旅行や観光を可能にするため、拡張現

実（AR）技術と地理情報システム（GIS）を用

いて、観光回遊行動支援を目的とした ARメデイ

ア GISを構築することとする。 

本システムでは都市型観光地における歩行で

の観光回遊行動を想定して、AR と位置情報を利

用し、従来は仮想空間において平面でしか表示

できない観光スポット情報を、現実世界におい

てリアルタイムで表示する。本システムを利用

することにより、携帯情報端末で観光スポット

について調べる必要はなく、ただ AR端末を利用

するだけで必要な情報が目の前に自動的に現れ、

ジェスチャー認識による操作で細かい情報の表

示も可能になる。さらに SNS や推薦システムと

の統合により、他のユーザの観光スポットに関

する推薦や感想も参考にすることができ、ユー

ザにとってより便利に独自の観光を楽しむこと

ができるシステムを構築する。 

   

2．関連分野における先行研究と本研究の位置づ

け 

本研究に関連した先行研究は、(1)Web-GIS を

用いた研究、(2)推薦システムを用いた研究、

(3)SNS と Web-GIS を用いた研究、(4)AR を用い

た研究の 4 つに大きく分かれている。これらの

先行研究の中で、(2)(3)に関連した研究として、

Ikeda et al.（2014）の SNS、Web-GIS、推薦シス

テムの 3つのシステムを統合したソーシャルレ 

 

 
 

 

コメンド GIS がある。本研究では、このソーシ

ャルリコメンド GIS にさらに AR 端末という新

しい情報取得手段を加えて、観光地における利

用方法を提示し、リアリタイムでの情報受信を

可能にする点においてシステムの独自性を示す。

また、AR 端末の利用によって、デジタル地図上

に蓄積した情報を現実世界において表示するこ

とより、安全かつ便利な情報取得手段を実現す

る点において、システムの有用性を示す。 

 

3．ARメデイア GISの設計 

本システムは、SNS、Web-GIS、推薦システム

の 3 つのアプリケーションを統合して構築する

ため、AR 端末と携帯情報端末の使い分けが可能

になり、様々な利用方法を提案することができ

る。Web-GIS と SNS の組み合わせによって、ユ

ーザは単にデジタル地図上で情報を受信するだ

けではなく、自分から情報を発信するとともに、

情報の投稿や評価することが可能になる。さら

に推薦システムと AR端末の利用により、膨大な

情報の中でユーザの嗜好に合うものを選出し、

これをリアリタイムでユーザに提供することに

よって、ユーザの観光回遊行動の効果的な支援

を行うことが期待できる。なお、本システムで

は、Ikeda et al.（2014）で収集した観光スポット

情報を利用する。 

 

4．システム構築 

本システムは歩行での観光回遊行動の途中で

も気軽に利用できることを目指すため、PC に加

えて、図 1に示すように、次の 2種類の携帯端 

 

 
図 1 システム設計 
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末の使い分けがシステム構築の中心となる。

(1)AR端末 

ユーザが歩き回る時に利用することを想定し

ているため、AR 端末は観光回遊行動中の利用が

中心となる。歩行中の安全性を確保するため、

本システムにはルーティングと情報表示の 2 つ

の機能がある。ルーティング機能では、目的地

がある時にはユーザを目的地に導くこと、目的

地がなくのんびり歩きたい時には道中の観光ス

ポットを推薦することが可能になる。情報表示

機能は、安全性を配慮した上で、AR 端末ならで

はの形式で情報を提供することができる。具体

的には、ユーザの位置や顔の向きによって、付

近の観光スポット情報が自動的に提示される。

したがって、たとえ目的地が無くでも、各ユー

ザの嗜好に適合した近辺の観光スポット情報が

推薦され、ユーザはこれをリアリタイムで取得

することができる。 

(2)携帯情報端末 

ユーザが一旦足を止める時や、休憩する時に

使う端末になる。AR 端末の機能を補足するため

に、主に観光スポット情報の詳細表示、評価、

検索、観光スポット情報の投稿などの機能があ

る。AR 端末では安全性とリアリタイム性を重視

するため、観光スポットの情報表示を最低限に

している。そのため、ユーザが評価点数や短い

説明文では情報が不足していると感じる時に、

携帯情報端末を用いて観光スポット情報の詳細

を表示することができる。具体的には、観光ス

ポットの説明や写真、他のユーザの評価やコメ

ントを閲覧することができる。また、ユーザに

観光スポットに関する情報、コメントがある場

合には、観光スポットの評価やコメントの投稿

が可能である。さらに、現実空間と重ねて情報

を表示する AR とは異なり、携帯情報端末では

2D のデジタル地図を利用しているため、広範囲

の情報取得や検索操作も可能である。 

投稿機能では、既存の観光スポット情報を補

足することもできる。さらに、この機能を利用

して、各ユーザは新規の観光スポット情報を画

像、位置情報とタグ付きで投稿することにより、

新しい観光スポットを提示することができる。

このように新しく作られた観光スポットも、同

じ嗜好を持つ他のユーザに推薦されて評価が高

くなったら、人気観光スポットになる可能性が

期待できる。 

 

5．AR端末の導入 

AR端末は、光学透過型 HMDを指している。 

 
図 2 AR端末導入 

 

AR 端末を装着することによって、携帯情報端末

を見るよりも、安全かつ便利な手段で情報を取

得することが可能になる。本システムでは、図 2

に示すように、GPS から獲得した位置情報と、

端末センサーから獲得したユーザの向き情報を

組み合わせて、ユーザの視界内に推薦システム

から推薦される観光スポット情報を表示する。

ユーザの視界への影響を軽減するため、各観光

スポットの情報量は最低限とし、かつ同画面内

に表示できる観光スポット数も制限するため、

ユーザを中心とした一定距離内の観光スポット

だけを選出する。 

 

6．まとめ 

本研究では観光回遊行動におけるWeb-GISの

応用に着目し、AR端末という新しい情報取得手

段を用いて、仮想空間内のデジタル地図上に蓄

積された観光スポット情報を現実空間で表示す

ることを可能にする。さらに、AR端末と携帯情

報端末の使い分けによって、観光回遊行動中の

安全性と利便性を向上させると同時に、リアリ

タイム性のある情報の取得・発信が可能になる

システムを構築する。 
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